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令和 4年 5月作成 お金を計算しよう 
～四則演算（+-÷×）の続き～ 

 前回は老後 2000 万円問題に関連して 2000 万円あれば、どの程度の期間又はどれくらい

の金額を使うことが出来るかという計算の仕方を検討してみました。しかし、あまり先の

ことばかり考えてばかりいるわけにもいきません。今回は身近な二つのケースについて四

則演算を用いた計算をしてみたいと思います。 

『ケース 1』 ラン活とお金 

 ラン活という言葉を初めて聞いたときは「ランニング活動」のことだと思いました。健

康意識の高まりかと思ったら、ランドセルのランでした。母方、父方それぞれの祖父母が

孫にランドセルをプレゼントしようとしてトラブルになるというケースもあるとか。今回

はどちらがランドセルを買うかという話ではなく、お金の面から考えてみたいと思います。 

 祖父母が買ってくれるという家庭ばかりではなく、ランドセルが高くて費用負担が大き

いという話も聞きます。確かに現在平均 6 万円くらいするようです。もちろんランドセル

以外にも費用はかかりますので、決して小さい金額ではありません。でもよく考えてみて

ください。ランドセルが必要になるという事は
．．．．．．．．．．．．．．．．

何も入学直前に分かることではなく、子供
．．

が生まれた時からほぼ決まっている
．．．．．．．．．．．．．．．．

ことです。そこで、この 6 万円をためる計画を四則演

算でやってみましょう。小学校入学までは約6年の猶予があります。6万円をためるために、

1年、1月、1日で必要な金額は右下の表のとおりです。毎日であれば 30円でおつりがでま

す。毎月でも 1,000 円でおつりがでます。たとえば、多くの人が利用しているサブスクで

すが、映像系や書籍系だと 500円～2,000円程度、音楽系なら 500円～1,000程度の契約が

多いようです。つまり、これらのサービスを利用している人はその利

用料を貯金すればランドセル代くらいを 6 年間で貯蓄できる計算です。

子供のために解約を検討してはいかがでしょうか。 

『ケース 2』 旅行とコンビニ 

 職場に Aさん、Bさん、二人の同期がいました。Aさんは毎年夏休み

に 10万円くらいかけて海外旅行に行っています。Bさんには海外旅行

へ行くほどのお金が準備できず、うらやましいと同時に不思議に思っ

ていました。同期なので二人の給料はほぼ変わりません。 

 実は二人の普段の行動には違いがありました。A さんは旅行のため

の資金として、毎月給料を受け取ると直ぐに 1万円ずつ積み立ててい

たのです。一年間で 12 万円ほど旅行資金を準備できています。一方、

B さんは積み立てを行うことはありません。更に B さんはほぼ毎日、

仕事帰りに、食事とは別にコンビニでスイーツや飲み物を 500円程度

購入するのが習慣となっていました。少なめに考えて仕事がある日を毎月 20 日としても、

コンビニ費用は一年間で「500円×20日×12 月＝120,000円」にもなるのです。Aさんの旅

行資金と同額です。 

 これは Aさん Bさん、どちらが良いとか悪いとかの話ではありません。Bさんは毎日の楽

しみを優先し、Aさんは年一回の旅行を優先したライフスタイルだと考えるべきと思います。 

毎月 8,333円
毎日 274円

　旅行代金十万円を
　ためるには？

毎年 10,000円
毎月 833円
毎日 27円

　6年間で6万円をためる
　のに必要な金額

1年 120,000円
1月 10,000円

　月20日コンビニで500円
　使うと？


